
2026 年度第３回（社会） 解答例と正答率 

※部分点のある問題は、得点率を記載しています。 

【大問１】…大問全体での平均得点率 44.6％ 

問 1 ①富山県 3.5％   ②鳥取県 31.3％   ③宮城県 26.2％ 

問 2 （グラフを書く問題） 85.3％ 

問 3 紙・パルプ：ウ 58.6％   化学工業：イ 63.8％ 

問 4 梅雨の時期だから 64.9％ 

問 5 あ：津軽海峡  54.0％  い：関門海峡 31.0％ 

問 6 ア・エ 43.7％ 

 

【大問２】…大問全体での平均得点率 71.2％ 

問１ 卑弥呼  78.2％      問２ 小野妹子  94.3％ 

問３ ウ  61.5％    問４ ア   64.4％    問５ エ  58.1％ 

問６ イ  88.5％    問７ エ   52.3％    問８ ウ  55.8％ 

問９ （1）X戦い 74.4％   Y育児や家事 94.8％   Z 男性 86.8％ 

（2）イ  46.0％ 

 

【大問３】…大問全体での平均得点率 54.8％ 

あ：議院内閣 30.0％    い：労働基準 54.0％ 

問１ ウ  36.8％      問２ 健康で文化的  79.3％ 

問３ 収入が少ない人も、食料品は必ず買うものなので、税が高いと負担が大きいから。  52.3％ 

問４ エ  80.5％ 

 

【大問１】は地理を中心とする出題でした。正答率の低かった問 1は、伝統工芸品や漁港から都道府

県を問う問題でした。産業も含め、都道府県の特色をきちんと把握しておくことが大切です。問 5は

地図があれば、もう少し正答率が上がったかもしれません。頭の中で地図を思い浮かべられるように

するとよいでしょう。問 6は「モーダルシフト（トラックから鉄道への転換）が進まない理由」とい

う問題条件をきちんと把握できたかどうかがカギです。 

 

【大問２】は歴史を中心とする出題でした。比較的よくできていましたが、問 7の樋口一葉の生きた

時代と同時代の出来事を選ぶ問題の正答率が低めでした。厳密な年代まで頭に入れる必要はありませ

んが、おおよその時代感覚はもっておきたいところです。問 9（2）は、信頼できる情報源としてふさ

わしくないものはどれだろうか、と考えてください。 

 

【大問３】は公民を中心とする出題でした。空欄補充の「議院内閣（制）」は漢字のミスが散見されま

した。問 1は時事問題ではあるのですが、そもそも関税とは何か、何のために関税をかけるのか、が

わかっていれば解ける問題です。「関税」は「日米修好通商条約で日本は関税自主権を失った」という

話題で、歴史でも学習しますよね。丸暗記するのではなく、１つ１つの用語の意味をしっかりと把握

して理解するように心がけましょう。 


